




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主な具体的取組                         ○ 指標（目標値） 
 

 

 

 

 

1-２「むし歯や歯肉炎のない子どもを増やします」（乳幼児期・学齢期） 1-２「むし歯や歯肉炎のない子どもを増やします」（乳幼児期・学齢期） 1-２「むし歯や歯肉炎のない子どもを増やします」（乳幼児期・学齢期） 1-２「むし歯や歯肉炎のない子どもを増やします」（乳幼児期・学齢期） 
 ○ 現状と課題  
  ・むし歯になるおそれのある１歳６か月児の割合は下がっていません。 

 ・むし歯のない３歳児の割合は、区で最大 11ポイントの差があります。 
  ・むし歯のない１２歳児の割合は、増加傾向にあるが全国平均と比べ低い状況です。 

(市 54.5％全国 62.2％） 
 ○ 取組の方向性 
  ・年齢に応じたセルフケアの周知、フッ化物利用を推進します。 
  ・各区における歯科保健の状況を把握・分析、状況に応じた対策を実施します。 
  ・むし歯や歯周病の予防につながる生活習慣の形成を目的とした保健指導や普及啓発を 

強化します。  
 ○ 主な具体的取組                          ○ 指標（目標値） 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本施策 ２ 基本施策 ２ 基本施策 ２ 基本施策 
 ２-１「むし歯や歯周病のある人を減らします」（妊娠期・成人期） ２-１「むし歯や歯周病のある人を減らします」（妊娠期・成人期） ２-１「むし歯や歯周病のある人を減らします」（妊娠期・成人期） ２-１「むし歯や歯周病のある人を減らします」（妊娠期・成人期） 
 ○ 現状と課題  
   ・歯と口腔のトラブルの生じやすい妊娠期における歯科健診の受診状況が把握されていません。 
   ・成人期における歯周炎の割合が政令市平均より高く、さっぽろ市歯周病検診の受診率が 

低い状況です。 
○ 取組の方向性 

   ・妊娠と歯周病の関係性や歯科健診の必要性について周知します。 
   ・妊娠期における受診状況の調査を行います。 
   ・さっぽろ市歯周病検診の未受診者への受診勧奨、歯周病に関する普及啓発を行います。 

○ 主な具体的取組                         ○ 指標（目標値） 

 

 

 

 

 

 

    
２-２「高齢になっても自分の歯を有し、食べる力が良好な人を増やします」（高齢期） ２-２「高齢になっても自分の歯を有し、食べる力が良好な人を増やします」（高齢期） ２-２「高齢になっても自分の歯を有し、食べる力が良好な人を増やします」（高齢期） ２-２「高齢になっても自分の歯を有し、食べる力が良好な人を増やします」（高齢期） 
 ○ 現状と課題  

・何でも噛んで食べられる７０歳以上の割合が全国に比べて低い状況です。（市 57.4％、全国 62.9％） 

   ・口腔がんを自己発見できることの認知度が低い状況です。（27.0％） 
○ 取組の方向性 

   ・定期的な歯科健診や口腔ケアの必要性を普及啓発します。 
   ・口腔がんの自己観察方法について普及啓発します。 
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